
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究会 
参加メンバー： ゼネコン、設計事務所、制振装置メーカー、デベロッパー、大学教授等 

期間 ： 2021 年 8 月 ～ 2021 年 7 月（予定） 

内容 ： 評価手法に関する現状調査、アンケート調査、などを踏まえた定量評価手法および指標の提案 

山本 雅史 (竹中工務店) 

【佳作】 

建築物の振動制御効果についての定量評価手法および指標策定 

地震や⾵などに対して建築物の揺れを低減する振動制御技術が各社に
より様々開発され、実適⽤されている。しかし、その効果を定量的に評
価する⼿法が確⽴されていないため、各社各様の効果の⽰し⽅がなされ
ており、効果を横並びで⽐較することができない。本提案は振動制御効
果についての共通かつ⾮技術者にもわかりやすい指標を、研究会を通じ
て策定するものであり、建築主が各技術を容易に⽐較可能となると同時
に振動制御技術の普及に寄与する。

振動制御技術の分類
設置位置による分類 制御⽅式による分類 ダンパーの種類による分類
・マスダンパー
・層間ダンパー
・棟間ダンパー

・アクティブ制御
・セミアクティブ制御
・パッシブ制御

・⾦属系（履歴系）ダンパー
・摩擦系ダンパー
・粘弾性ダンパー
・粘性体ダンパー
・オイルダンパー制振技術は多種多様である

効果を定量評価し、費⽤対効果を明確にすべき

安全安⼼なまちの実現に向けて重要な振動制御技術の普及

設計者、制振技術によって効果の尺度がばらばらで、実際のところがよくわからない
問題点

提案概要

提案による改善

健全・適正な競争→開発


